
 

令和2年度 事業計画書 

 

(公財)名古屋国際センター（以下「センター」という。）は、定住外国人の増加や高度情報化

の進展、市民の社会参画意識の高まりといった社会情勢を踏まえ、名古屋を中心とした地域の

歴史、文化、その他の特性を生かした国際化推進事業を行うことにより、市民の地球市民意識

の高揚を図るとともに、相互理解に基づく多文化共生社会の形成を促進し、国籍・人種を問わ

ず、誰もが共に豊かに安心して暮らせる社会の実現を目指す。 

なお、事業の実施にあたっては、平成29年度から令和3年度までの計画である「第2次名古屋

市多文化共生推進プラン」を踏まえて行う。 

 

Ⅰ 指定管理事業 

 国際化推進事業  

１ 情報収集提供事業 

（１）情報サービスコーナーの運営 

情報カウンターでは、名古屋市の「多文化共生総合相談ワンストップセンター」とし

て、日本人に対しては海外の生活、国際交流・協力に関する情報を、外国人に対しては住

まい、病院、語学学習、出入国関係、交通･観光など生活に欠かせない情報を多言語及び

「やさしい日本語」で提供する。また、身近な行政窓口である区役所・支所等では、タブ

レット端末によるテレビ電話やトリオホン（三者通話）による通訳を実施する。 

さらに「多文化共生のまちづくり相談窓口」では、外国人との地域での共生に関する市

民からの相談に対し、情報提供を行うとともに、区役所等からの外国人に関する相談に

対して必要な支援を行う。 

対応言語 対応日 対応時間 

日本語 火曜日から日曜日 午前9時から午後7時 

英 語 火曜日から日曜日 午前9時から午後7時 

ポルトガル語 火曜日から日曜日 
午前10時から午後5時 

（正午から午後1時を除く） 

スペイン語 火曜日から日曜日 
午前10時から午後5時 

（正午から午後1時を除く） 

中国語 

火曜日から金曜日 午後1時から午後5時 

土曜日、日曜日 
午前10時から午後5時 

（正午から午後1時を除く） 

ハングル 木曜日、土曜日、日曜日 午後1時から午後5時 

フィリピノ語 木曜日、土曜日、日曜日 午後1時から午後5時 

ベトナム語 水曜日、日曜日 午後1時から午後5時 

ネパール語 水曜日 午後1時から午後5時 

 

（２）ライブラリーの運営 

ア 資料室の運営 

海外紹介図書、絵本、国際理解・国際協力及び多文化共生に関する図書、日本語教

材、日本のマンガの外国語版及び日本の文化等に関する図書等を配架し、閲覧・貸し

出しを行うとともに、海外の新聞、雑誌などを配架する。また、外国人に人気の高い



 

ペーパーバックを配架し、貸し出しを行う。 

その他、海外紹介、日本紹介、国際理解、日本語学習のための CDや DVD等を収集

し、視聴の機会を提供するとともに、個人や学校等の団体への貸し出しを行う。 

 

イ 親子絵本コーナーの運営 

絵本を通じて海外の文化に触れるとともに、外国人児童の母語保持・習得に役立て

るため、海外の絵本を親子で読み聞かせることができるコーナーを運営する。 

 

ウ 交流スペースの運営 

国際交流・協力、多文化共生等の分野で活動する地域の団体や、高校生・大学生グル

ープが自主的に集まり、打ち合わせや情報交換、活動発表の準備などに利用できる「交

流スペース」を運営する。また、交流スペースを活用し、「絵本のひろば」をはじめ「ラ

ンチタイム企画」や「ライブラリー子ども企画」等の実施回数を増やす。 

 

エ ライブラリー特別企画 

ライブラリーの図書や映像資料を活用したイベントを実施し、センターの PR や新た

な利用者の開拓につなげる。 

（ア）外国語で楽しむ絵本の会 

外国語による絵本の読み聞かせを通して、外国文化に触れる機会を提供する。また、

ライブラリーのみならず近隣の図書館などに出向いて実施することにより、広くセン

ターを PRする。 

実施日 対応言語 

毎月第2・第4日曜日 英語、スペイン語、ベトナム語、ポルトガル等 

 

（イ）絵本のひろば 

夏休み期間に、「親子絵本コーナー」の絵本や DVDを活用しながら、異文化理解を深

めるイベントを年 1回実施する。 

 

（ウ）ランチタイム企画 

センター近隣に勤務するビジネスマン等を主な対象として、平日のランチタイムに

外国文化に触れるイベントを実施する。 

 

（エ）ライブラリー子ども企画 

主に小中学生を対象に、ライブラリー所蔵の図書やデータ資料を活用した国際理解

及び多文化共生に関するイベントを実施する。 

 

オ 本のリサイクルバザー 

古くなったペーパーバックや海外雑誌などを市民に提供するバザーを年 1 回実施す

る。収益は国際協力等に役立てるほか、新たな図書の購入に充当し、利用者サービスの

向上を図る。 

 

 

 

 

 



 

 

（３）社会見学の受入れ 

センターの事業を紹介するとともに、グローバルな視野で多文化共生や国際問題につ

いて理解を深めてもらうため、子どもから大人まで幅広く見学を受け入れる。 

 

（４）留学ガイダンス 

留学を検討中あるいは留学に関心を持つ市民のために、留学先の教育制度や奨学金、

語学検定試験、現地情報等を提供するガイダンスを公的専門機関との共催により実施す

る。 

 

（５）行政文書翻訳 

名古屋市からの依頼により、外国人市民向けの行政情報を外国人が理解しやすい形で

提供する。 

対応言語 

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、ハングル、フィリピノ語、 

ベトナム語、ネパール語 

 

２ 相談事業 

（１）海外児童生徒教育相談 

家族の海外勤務による出国・帰国時の編入学等に関する相談や外国人児童生徒の教育

に係る相談への対応を、関係機関・団体との緊密な連携のもと、専門の相談員が行う。 

また、名古屋市と連携し、市内の不就学児童の実態等について、市主催の会議等で関係

局区・機関と情報共有し、併せて必要な施策を協議する。 

対応言語 対応日 対応時間 

日本語、英語等 水曜日、金曜日、日曜日 午前10時から午後5時 

 

（２）外国人行政相談 

市政、行政に関する問題について、専門の相談員や行政書士が相談や情報提供に応じ

る。また、区役所や保健所等で日本語に不案内な外国人に対し、トリオホン(3 者通話シ

ステム)やテレビ電話により通訳サービスを行う。 

対応言語 対応日 対応時間 

日本語、英語、 

ポルトガル語、スペイン語 
火曜日から日曜日 

午前10時から午後5時 

（正午から午後1時を除く） 

中国語 

火曜日から金曜日 午後1時から午後5時 

土曜日、日曜日 
午前10時から午後5時 

（正午から午後1時を除く） 

ハングル 
木曜日、土曜日、 

日曜日 
午後1時から午後5時 

フィリピノ語 
木曜日、土曜日、 

日曜日 
午後1時から午後5時 

ベトナム語 水曜日、日曜日 午後1時から午後5時 

ネパール語 水曜日 午後1時から午後5時 

 

 



 

 

（３）外国人無料法律相談 

結婚・離婚、在留資格や交通事故、労働問題等、日本で生活する上で生じる法律上の問

題について、専門家（弁護士）が無料で相談に応じる。 

対応言語 対応日 対応時間 

英語、ポルトガル語、 

スペイン語、中国語 
土曜日 午前10時から午後0時30分 

 

（４）外国人のための税理士による無料税務相談 

名古屋税理士会との共催で、専門家（税理士）による確定申告書の書き方をはじめ、税

に関する理解を深めるセミナーを開催する。 

対応言語 実施時期 

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語等 
2月から 3月 

（確定申告時期） 

 

（５）外国人こころの相談 

外国人が日本の生活で抱く不安や悩みなどを解消するため、母国で資格、経験のある

相談員が通訳を介さず相談に応じる。 

対応言語 実施日 

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語 随時（予約制） 

 

（６）ピアサポートサロン 

外国人が孤独や孤立感を感じながら精神的に不安定になることを未然に防ぐため、仲

間づくり、居場所、悩みを共有する場としてサロンを年 3回実施する。 

対応言語 

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、フィリピノ語等 

 

（７）外国人健康相談 

ア 外国人健康相談会 

外国人住民が健康で安心して暮らせるように、(特活)外国人医療センターとの共催に

より、医師、歯科医師、看護師などの医療の専門家が通訳を介し、問診や歯科検診等の

検査を行い、健康について相談に応じる相談会を年 2回実施する。 

対応言語 

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、ベトナム語、ネパール語等 

 

イ 外国人の「心」と「からだ」健康相談会 

「外国人健康相談会」の開催に合わせて年 1回、名古屋市健康福祉局をはじめとする

関係専門機関との連携により、心の相談や高齢者介護の相談等を多言語で総合的に対応

するワンストップ型の相談会を実施する。 

対応言語 

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、フィリピノ語、ベトナム語等 

 

（８）難民相談 

(公財)アジア福祉教育財団難民事業本部との共催で、インドシナ難民定住者、条約難

民及び難民認定申請者等のための生活相談、保護措置等に関する相談に応じる。 



 

対応言語 実施日 

英語等 毎週木曜日（予約制） 

 

（９）外国人の子どもと保護者のための進路ガイダンス 

中学卒業後の進路に関わる情報提供と相談に対応するガイダンスを、教育委員会、学

校等の関係団体の協力のもと実施する。 

対応言語 

   英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語、フィリピノ語、 

   ベトナム語、ネパール語 

 

（10）外国人生活相談出張サービス 

外国人住民がより身近な場所で様々なサービスにアクセスできる環境づくりに向けて、

地域で行われる保健、福祉、教育などの相談対応等に職員や相談員、通訳ボランティアを

派遣する。 

対応言語 

英語、ポルトガル語、スペイン語、中国語等 

 

（11）相談事業における関係機関との連携 

母子保健、教育、社会保険、介護等の専門機関・団体とのネットワークを構築し、相談

事例の情報・意見交換を通じて、連携を強化し、外国人を対象とした相談サービスの充実

を図る。 

 

（12）大規模災害発生時における外国人市民の相談支援事業 

大規模災害の発生時に、情報サービスコーナーに「外国人震災(災害)救援センター」を

設置し、外国人住民への情報提供や生活復興などの相談対応を通常業務に優先して行う。 

 

３ 広報出版事業 

（１）「ニック・ニュース」の発行 

センターの活動紹介と国際理解・交流・協力、多文化共生に関する情報提供のため、広

報誌「ニック・ニュース」を隔月で各 10,000部発行する。 

規格 配布先 

Ａ4判 12ページ 
  市町村、国際交流団体、大学・学校関係機関、 

  観光案内所等 

 

（２）子ども版「ニック・ニュース」の発行 

地球市民意識を子どものころから養うため、日々の暮らしと世界とのつながりを考え

る事例や国際協力・多文化共生のヒントなどを取り上げる子ども版「ニック・ニュース」

を年 2回、各 70,000部発行する。 

規格 配布先 

Ａ3判蛇腹折り 

両面カラー 
市内小学校、図書館、児童館、県内国際交流協会等 

 

（３）「ナゴヤ・カレンダー」英語版・中国語版・ポルトガル版の発行 

来名・在住外国人を対象に、センターの事業のほか生活・行政情報や観光情報等を紹介

する月刊情報誌「ナゴヤ・カレンダー」を英語・中国語・ポルトガル語で毎月発行する。 



 

 

言語・規格 媒体・部数 配布・掲載先 

英語版 

(1)紙版(6,000部) 

 

(2)デジタル版 

(1)領事館等外国政府機関、 

入国管理局、区役所、 

ハローワーク、中部国際 

空港、地下鉄主要駅、 

ホテル等 

(2)NICホームページ 

中国語版 デジタル版 NICホームページ 

ポルトガル版【自主事業】 デジタル版 NICホームページ 

 

（４）「名古屋生活ガイド」の発行 

生活の基本情報や各種手続きの窓口・相談先等を掲載した冊子「名古屋生活ガイド」を

「外国人転入者向けウェルカムキット」に同封・配布する。また、詳細情報を NIC ホー

ムページに掲載する。 

 

（５）ホームページ等による情報発信 

センターの事業紹介、生活関連情報、イベント情報、市政情報等を日本語はじめ多言語

でホームページに掲載するほか、フェイスブックやツイッター等のソーシャルメディア

を活用し、幅広い利用者への情報発信を多言語で行う。 

災害時には、避難情報をホームページに掲載するとともに、フェイスブックやツイッ

ターでも発信し、情報の即時性が求められる場面において効果的に活用する。 

併せて、災害や医療など緊急を要する情報には、ルビつきや「やさしい日本語」で掲載

する。 

媒体 提供言語 

NICホームページ 

日本語、英語、ポルトガル語、スペイン語、 

中国語、ハングル、フィリピノ語、ベトナム語、

ネパール語 

ソーシャル

メディア 

フェイスブック 

日本語、英語、ポルトガル語、スペイン語、 

中国語、ハングル、フィリピノ語、ベトナム語、

ネパール語 

ツイッター 
日本語、英語、ポルトガル語、スペイン語、 

中国語、ハングル、フィリピノ語、ベトナム語 

 

（６）メールマガジンの配信 

外国人に対して、避難情報など緊急性・即時性の高い情報やイベント情報等を、日本人

に対して、国際交流イベントや国際理解・国際協力に関する情報等を掲載したメールマ

ガジンを毎月配信し、きめ細かい情報提供を行うとともに、センターの PRに努める。 

提供言語 

日本語、英語、中国語、 

ポルトガル語【自主事業】 

 

 

 



 

４ 研修事業 

（１）日本語学習支援活動者向け研修 

ア 日本語ボランティアシンポジウム 

東海日本語ネットワーク(TNN)との共催で、外国人への日本語学習支援活動を充実さ

せるため、地域で活動する日本語教室の情報交換と連携を図るシンポジウムを実施する。 

対象 実施時期 定員 

日本語ボランティア・市民・教育関係者等 12月 200名 

 

イ 日本語ボランティア研修 

日本語学習支援者や多文化共生の担い手の育成を目的に、日本語教授法や教室運営の

方法、在住外国人の現状や課題等、幅広いテーマで研修を実施する。 

対象 実施時期 定員 

日本語ボランティア・ 

市民・教育関係者等 

毎月第 2土曜日(8月・11月・12月を

除く)、全 9回程度 
各 50名程度 

 

（２）地域の国際化セミナー 

外国人を含む市民一人ひとりが担い手となる多様性を活かした地域づくりについて、

市民の理解を促進するセミナーを実施する。 

対象 実施時期 定員 

市民(日本人、外国人)、行政・教育関係者、NPO等 2～3月 150名 

 

５ 国際交流・国際協力事業 

（１）NIC地球市民教室の運営 

ア NIC地球市民教室「異文化理解コース」 

地域の国際化の重要な担い手である在住外国人を講師として登録し、学校や地域の非

営利団体から依頼を受けて、母国の文化や日本での生活の様子などを伝える講座を実施

する。また、名古屋市教育委員会主催「名古屋土曜学習プログラム」にも参加する（2

回程度）。 

内容 実施回数 

講師派遣 150件、200名程度 

講師登録・研修 2回 

講師のスキルアップ研修 2回 

 

イ NIC地球市民教室「チャレンジコース」 

地球や地域の課題を身近な課題としてとらえ、その解決に向けて行動する力を育むこ

とを目的に、国際機関、政府機関、NGO/NPO、国際協力に取り組む学生団体などと協働

で、講座やワークショップ、カリキュラムづくりを行う。 

 

ウ 発見！体験！地球市民キャンパス 

NIC地球市民教室を活用し、主に子どもから若者までを対象に、外国の暮らし、文化、

習慣などを外国人講師から楽しく学ぶ「異文化理解コース」や、地球や地域の課題を学

び、自分ができることを考える「チャレンジコース」のモデル授業を行う。また、授業

を公開し、教育現場や地域におけるNIC地球市民教室を活用した国際理解教育の普及を

図る。 



 

対象 実施時期 定員 

小学生（親子）・中学生・ 

高校生、教育関係者など 
7～8月 40名 

 

（２）名古屋市の姉妹友好都市との周年に併せた事業 

名古屋市の姉妹友好都市の文化や人々の暮らしにふれることで、市民の国際交流・国

際理解を深める講座を実施する。 

友好都市 定員 

シドニー市(提携 40周年) 50名程度 

トリノ市（提携 15周年） 50名程度 

 

（３）グローバル人材育成事業 

地球の課題を「自分のこと」としてとらえ、広く世界でも行動できる人材の育成・支援

を目的に、高校生や大学生など若年層を対象に以下の事業を行う。 

ア グローバル人材育成フォーラム 

若者が世界に視野を広げ、多様性を尊重する「グローバル人材」への関心を高める

ことにより、将来のキャリアプランを描き、行動に移すためのきっかけをつくるフォ

ーラムを実施する。 

実施時期 定員 

8～9月 100名 

 

イ グローバルユースカフェ 

ライブラリーの「交流スペース」等を活用し、「グローバル人材育成フォーラム」の

参加者をはじめとする若者たちが自由に語り合える機会を提供する。 

 

ウ グローバルキャリアセミナー 

国際機関やNGO、企業での国際貢献活動など、国際的な分野での活躍を目指す人を対

象に、多様な国際キャリアについて最新の情報を提供するとともに、キャリア形成の

ヒントを見つけるセミナーを開催する。 

 

エ グローバル人材育成研修 

「グローバル人材」として必要な3つの力（共感力、思考力、行動力）を養う研修を

実施する。 

実施時期 定員 

8～9月 50名程度 

 

（４）グローバル人材育成アドバイザーの登録・活用 

若年層の人材育成・支援をより効果的に実施するため、「グローバル人材育成事業」の

講師や協力者等を登録し、事業の企画・運営に活用する。 

 

６ ボランティア制度の運営等 

（１）ボランティア制度の管理運営 

ア 多文化共生ボランティア （注）※のボランティアは自主事業に従事 



 

（ア）NIC日本語の会ボランティア 

生活に必要な日本語を指導し、日本文化の紹介や生活情報を提供することにより、

外国人が一市民として日常生活を送れるようにサポートする。 

 

（イ）情報サービスコーナーボランティア 

Ａ）情報カウンターボランティア 

情報カウンター窓口対応や情報収集・資料作成などを行い、外国人の日常生活をサ

ポートする。 

Ｂ）NIC OUT & ABOUT“発見！名古屋”ボランティア 

日本や名古屋地域の文化について、「やさしい日本語」と英語で紹介・解説し、ホー

ムページに掲載する。 

Ｃ）NIC WALKING GUIDESボランティア 

名古屋地域の歴史や観光情報を英語等で紹介するガイドブックを作成し、日本人と

外国人が交流できるウォーキングツアーを企画・実施する。 

 

（ウ）ライブラリーボランティア 

Ａ）ライブラリーボランティア 

外国語の寄贈本を整理し、読書室に配架する。また、年 1回開催する「本のリサイ

クルバザー」の運営やライブラリー業務の補助等を行う。 

Ｂ）絵本の会ボランティア 

「外国語で楽しむ絵本の会」の企画・運営を行うとともに、多言語による絵本の読

み聞かせ、歌や遊びを紹介する。 

 

（エ）ひらがなしんぶんボランティア 

日本語学習者のために、漢字にルビを振り、日本の生活や文化を紹介する情報紙を

年 4回発行する。 

 

（オ）NIC子ども日本語教室ボランティア 

Ａ）NIC子ども日本語教室（日曜日）ボランティア 

日本語を母語としない 6 歳から 15 歳の子どもを対象に、日常生活や学校での学習

に必要な日本語を指導する。 

Ｂ）NIC子ども日本語教室（夏休み）ボランティア 

日本語を母語としない 6 歳から 15 歳の子どもを対象に、日常生活や学校での学習

に必要な日本語を「NIC夏休み子ども日本語教室」で指導する。 

 

（カ）高校生向け学習・キャリア支援教室ボランティア 

高校生あるいは高校進学を目指す義務教育年齢を超えた外国人生徒を対象に、日本

語や日本語を基盤とする学習を支援する。 

 

（キ）語学ボランティア 

外国人住民が言語面でサポートを必要とする生活場面や国際交流イベントにおける

通訳、手紙や資料の翻訳を行う。 

 

（ク）災害語学ボランティア 

地震など大規模な災害時に必要な情報を得ることが困難な外国人被災者のために、



 

通訳・翻訳の活動を行う。 

 

※（ケ）留学生サポートボランティア 

国際留学生会館在住の留学生を主な対象に、市民との交流のサポートや日本語指導

などを行う。 

 

（コ）放送ボランティア 

行政や防災、生活、観光などの情報を多言語に翻訳し、翻訳した言語で録音を行い、

ラジオ放送で提供する。 

 

（サ）やさしい日本語ボランティア 

外国人住民にとって有益な情報を「やさしい日本語」に書き換えたり、「やさしい日

本語」の普及活動を行う。 

 

（シ）ピアサポートボランティア 

日本社会の制度や習慣、生活ルールなどに精通した在住外国人ボランティアが、サ

ポートを必要とする同国人等に必要な情報を提供し、アドバイスを行う。 

 

イ 異文化理解ボランティア 

（ア）ホームステイボランティア 

名古屋を訪れる外国人を家庭に招き、日本人の生活や習慣を紹介し、交流を深める。

また、「名古屋ホームステイボランティアセンター」の事務局として、ホームステイ受

け入れをコーディネートする。 

 

（イ）事業サポートボランティア 

センターが実施する各種事業においてアシスタントとして活動する。 

 

（ウ）託児ボランティア 

センター主催事業の実施中に、事業参加者の子どもの託児を行う。 

 

ウ 国際協力ボランティア 

※（ア）世界寺子屋運動ボランティア 

文字の読み書きができない人のための識字教育環境づくりを支援する「“世界寺子

屋運動”書き損じはがきキャンペーン」の活動に協力する。 

 

（２）災害時外国人支援研修 

ア 災害時外国人支援ボランティア研修 

大規模災害の発生時に、センターとともに外国人被災者の対応を行うボランティア

や関係機関・団体職員を対象に、災害時の支援について考え、ネットワークづくりに

役立つ研修を行う。センターの「外国人防災救援計画」に基づいたシミュレーション、

支援のあり方について考えるワークショップ等を実施する。 

対象 実施時期 定員 

災害語学ボランティアはじめ活動に関心の 

ある市民、行政職員等 
1～2月 50名 

 



 

 

イ 災害語学ボランティア研修 

災害語学ボランティアの災害時における役割や基本的な支援活動を学ぶ研修会を年4

回程度実施する。 

対象 定員 

災害語学ボランティア 各30名 

 

（３）ボランティア研修 

センター登録ボランティアを対象に、ボランティアの心構え、活動に必要な多文化共

生や異文化理解に関する研修及び交流会を年2、3回実施する。また、防災、教育、地域づ

くりなど、センターが実施する各分野のセミナーや講演会等への参加も促す。 

対象 定員 

登録ボランティア 各30名 

 

７ 民間国際交流活動振興事業 

（１）国際交流協力・多文化共生協働事業 

市民の国際理解や多文化共生活動の促進を目指し、その時々の社会や地域のニーズを

テーマとした事業を、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）駐日事務所など専門・関連機

関と連携・協働して実施する。 

 

（２）団体資料の配架 

ライブラリー及び情報サービスコーナーに国際機関や政府機関、全国の民間国際交流・

国際協力団体が発行するニュースレター、事業報告書等を配架し、市民に各団体の活動

への理解を促す。 

 

（３）交流室の提供 

民間国際交流団体がミーティングや行事等の準備に使用できる交流室を運営する。 

 

（４）事業の企画・実施支援 

地域のNGO/NPOやボランティア団体が実施する事業の企画・運営・広報において、助言・

協力を行う。 

 

８ 外国人市民の暮らしやすいまちづくり事業 

（１）多文化共生まちづくり事業 

外国人が多く暮らす地域での「顔の見える」関係づくりのため、外国人住民と日本人住

民の交流会、生活情報の提供や相談、まちづくりを考えるワークショップなどを、地域の

関係機関・団体や区役所等と連携して年 3回程度実施する。 

対象 参加人数 

市内の外国人住民及び同地域に暮らす日本人住民 700名 

 

（２）外国人防災啓発事業 

「なごや災害ボランティア連絡会」（各区の災害ボランティアコーディネータ団体、社

会福祉協議会、災害 NPO、名古屋市で構成）や災害語学ボランティアの協力を得て、年数

回の「防災サロン」を実施するほか、「なごや市民総ぐるみ防災訓練」への外国人住民の

参加を促す。また、地域の日本語教室等と連携し、「防災出前講座」を実施する。 



 

 

対象 実施回数 

外国人住民 5回 

 

（３）NIC防災サポーター制度の運営 

自主事業において養成する「NIC防災サポーター」をセンターの「外国人防災啓発事業」

や地域の防災イベントに派遣し、母語等による防災啓発を行うとともに、在住外国人の

地域参画を促す。 

 

（４）災害時外国人支援に備えた地域・広域における連携 

ア 東海北陸圏内の大規模災害発生時における地域国際化協会相互の協力体制の整備に

向け、同地域の地域国際化協会と定期的に情報共有・協議を行うとともに、災害時の

活動に関する研修・訓練等の開催に協力する。 

 

イ 災害時の外国人支援活動に不可欠な、地域の団体・機関との連携に向け、防災啓発

活動や研修・訓練の実施において、災害ボランティア団体との協力を進める。 

 

（５）「NIC日本語の会」等の運営 

基本的な日本語の習得と生活情報の提供を目的とした講座（1期 3か月、全 10回程度、

日曜日開催）をボランティアの運営協力のもと、教室形式で実施する。また、外国人住民

の急増を見込んで、日本語学習機会を拡充する。 

 

ア NIC日本語の会 

対象 実施時期 定員 

外国人住民 5月から7月、9月から11月、1月から3月 各203名 

 

イ 日本語教室「まるはち」 

対象 実施時期 定員 

主に新規来日の

外国人住民 

7月から3月の間で2期 

（1期3か月、全10回程度） 
各60名 

 

（６）NIC子ども日本語教室 

日常生活に必要な日本語の学習機会を提供するため、ボランティアの運営協力のもと、

小グループによる日本語教室を実施する。また、生活言語に加えて、教科学習に必要な学

習言語の指導も行う。 

対象 実施時期 定員 

日本語を母語としない 

6歳から15歳の子ども 

5月から7月、9月から11月、1月から3月 

（1期3か月、全10回程度） 
各60名 

夏休み期間中（全10回程度） 50名 

 

（７）高校生向け学習・キャリア支援教室の運営 

高校生または高校進学を目指す義務教育年齢を超えた外国人の若者を対象に、日常生

活に必要な生活言語に加え、教科学習に必要な学習言語を指導する。また、同世代の若者

やボランティア等との交流を通して、社会性を育み、キャリア形成につなげる場とする。 

 



 

対象 実施時期 定員 

高校在籍中の生徒または義務教育年齢

を超えて高校等への進学を目指す、日

本語を母語としない若者 

5月から7月、9月から11月、 

1月から3月 

（1期3か月、全10回程度） 

各20名 

 

（８）市内日本語教室との協働 

市内の日本語教室の現状と課題について情報共有する「日本語教室連絡会議」を年 2回

実施する。また、最新の日本語教室情報一覧を作成し、ウェブサイトに掲載する。 

 

（９）外国人児童・生徒サポーター研修 

外国人の子どもの支援に関心のある人または携わっている人を対象に、支援する際の

心構えや知識・スキルを講義やワークショップを通して学ぶ連続講座を実施する。 

対象 定員 

【入門編】外国につながる子どもの教育支援に関心のある人など 40名 

【実践編】教育関係者、ボランティア、通訳、相談員等、同支援に 

携わる関係者 
40名 

 

（10）やさしい日本語普及啓発事業 

在住外国人と日本人住民との間の言葉の壁を取り除き、災害時や行政窓口及び地域に

おける円滑な情報伝達・コミュニケーションの促進を図るとともに、相手の立場に立っ

て考える力を養い、多文化共生能力を高めるため、「やさしい日本語」の普及啓発を行う。 

 

ア 「やさしい日本語」の研修 

行政職員及び地域住民を対象に、「やさしい日本語」の考え方や日常使用できる具体

的な知識・方法を学び、在住外国人とのコミュニケーション能力の向上を図る研修を

実施する。 

 

イ 市民レベルでの普及啓発活動の実施 

防災啓発事業や地域のイベント等の参加者を対象に、「やさしい日本語」の考え方や

有用性の普及啓発に努める。 

 

９ 調査研究事業 

（１）地域の国際化推進に係る調査・分析・提案 

名古屋市の国際化推進にあたって考慮すべき課題・対策、方向性をデータ等もふまえ

て名古屋市に提案を行う。 

 

１０ 多文化共生推進月間に併せた事業 

（１）絵本のひろば【再掲】 

夏休み期間に親子絵本コーナーの絵本や DVDを活用したイベントを実施する。 

 

（２）ライブラリー子ども企画【再掲】 

小中学生を主な対象として、ライブラリー所蔵の図書やデータ資料を活用した国際理

解及び多文化共生に関するイベントを実施する。 

 



 

（３）名古屋に暮らす外国人によるお話会 

外国人住民から母国の文化や日本での暮らしについて話を聞き、多様な文化をもつ

人々とともにある日々の暮らしの中で自分にできること、多文化共生を進めるために必

要なことを考える。 

 

 施設管理運営業務  

国際交流・国際協力団体や各種法人、個人等を対象に会議室等の貸出業務を行うほか、施設

の維持管理を行う。なお、ホール（平日）及び和室の利用料金 30％割引を引き続き実施する。 

１ インターネット予約システムの運用 

利用者の利便性の向上を図るため、会議室等の貸出施設のインターネット予約システム

を運用する。 

 

２ 施設の PR 

利用者 ID の普及や貸し施設の利用率維持・向上を図るため、名古屋商工会議所の広報

メディアや全国規模の貸し施設ポータルサイト等を活用し、様々な用途に利用できる各種

施設を広く周知する。また、国際交流活動の利用率向上にも努める。 

 

Ⅱ 自主事業 

１ NICグローバルユース育成事業 

国際交流、国際協力、多文化共生の分野で活躍する若年層の団体の活動紹介などを通し

て、地域の若者の活性化を図る。参加団体のプレゼンテーションを通して、若者の活動へ

のきっかけを促すイベント「NIC グローバル ユースデー」を実施する。 

 

２ NIC防災サポーターの養成 

外国人の防災意識の向上や地域参画を促すため、防災に関心のある在住外国人を対象

に、NIC防災サポーターを養成する。 

 

３ “世界寺子屋運動”名古屋実行委員会事務局の運営 

書き損じはがきキャンペーンの活動を通じて、市民の国際協力・貢献への意識を育む。

なお、事業の実施に際して、名古屋市地域女性団体連絡協議会などとの連携を図る。 

 

４ NIC国際講演会 

多文化共生または地球市民意識の醸成をテーマに、一般市民を対象とした有識者による

講演会を実施する。 

 

５ ワールド・コラボ・フェスタへの参加 

国際交流、国際協力、多文化共生をテーマに開催される「ワールド・コラボ・フェスタ」

に参加し、地球の課題や多文化共生について考える機会を提供するとともに、センターの

取り組みを紹介する。 

実施時期 場所 参加人数 

10月 栄周辺 80,000人 

 

 



 

６ 「世界のいただきます」をつくってみよう！ 

「ニック・ニュース」や「子ども版ニック・ニュース」に掲載する世界のレシピを用い

た料理を作り、様々な国の文化を知るとともに、外国人講師とのふれあい・交流を通して

多文化共生について学ぶ親子対象の事業を実施する。 

 

７ 第 35回外国人芸術作品展 

外国人ボランティアグループ「セントラル・ジャパン・インターナショナル・ソサエ

ティ（CJIS）」との共催により、中部地域在住の外国人芸術家が作品を発表する機会を設

け、芸術を通して市民と外国人住民が交流できる場とする。 

実施時期 定員（出展者） 

11月（6日間） 約 50名 

 

８ 多文化子どもサポート連絡会 

外国人児童の健全な育成を支援するため、外国につながる子どもたちの教育に携わる教

員、日本語指導員、ボランティアなどを対象に、それぞれの教育現場で抱える課題等をテ

ーマに研修を行い、情報・意見交換を行う（年 5回程度）。 

 

９ 愛知大学との連携・協力事業 

愛知大学との連携協力協定（平成 20年 10月締結）に基づき、多文化共生・地域の国際

協力・留学生支援等に関する事業を実施する。 

 

１０ 名古屋市立大学との連携・協力事業 

名古屋市立大学との連携協力協定（平成 30年 5月締結）に基づき、「グローバル化の

中の多文化共生と国際貢献」（仮称）と題した講座（前期）を実施する。 

 

１１ 関係機関・団体等との連携協力事業 

関連専門機関や NGO/NPO等の団体と連携協力し、その時々の社会や地域のニーズに応じた

国際理解・協力、多文化共生に関する事業を実施する。 

 

１２ 国際的施設誘致事業 
名古屋の国際化を推進するため、国際連合地域開発センター(UNCRD)はじめ国際機関を

受け入れる。 

 

１３ 賛助会員制度の運営 

センターの活動に対する支援を得るため、賛助会員制度の充実に努める。 

 

１４ 事業紹介 DVDの更新 

平成 29 年度に作成したセンターの事業概要を紹介する DVD（日本語・英語各 10 分程度）の

更新を行う。 

 

Ⅲ 国際留学生会館事業 

１ 宿泊事業 

愛知県内の大学等に在学する留学生が日本での生活をスムーズに始められるよう良質・

快適な宿泊施設を提供する（単身室 80室、夫婦室 10室、定員 100名）。 



 

 

【募集時期等】 

2020年秋期入居者募集 7月から 8月 

2021年春期入居者募集 12月から 2月 

随時入居者募集 途中退去者の発生など状況に応じて募集 

 

２ 研修事業 

（１）講座 

留学生を対象に、日本文化理解講座や就職活動支援セミナーを実施する。 

講座名 実施時期 定員 

日本文化理解講座 

（茶道・華道等） 
随時 10名程度 

就職活動支援セミナー 随時 10名程度 

 

（２）日本文化紹介事業 

国際留学生会館在住の留学生を支援する会との共催により、留学生を含めた外国人を

対象に日本の伝統文化への理解を深めるため、ゆかたや十二単装束の着付け体験などを

実施する。 

実施時期 参加人数 

6月、11月 約 100名 

 

３ 情報提供・相談事業 

留学生を対象に、アルバイトや奨学金などに関する情報提供、学業及び生活上の各種相

談を行う。 

実施日 実施時間 

月曜日、水曜日、金曜日 午前 9時から午後 8時 

火曜日、木曜日、土曜日 午前 9時から午後 5時 

 

４ 交流事業 

留学生を講師とする外国語講座及び外国事情紹介講座を開催するほか、地域の諸団体の

行事への参加を通じて、留学生と市民との相互理解を促進する。 

講座名 実施時期 定員 

外国語・外国事情紹介講座 

（予定：英語） 

5月から6月、10月から11月 

（週1回・全6回） 
各40名程度 

 

５ 会館元入居者のネットワーク化促進事業 

会館留学生が留学中に培った交流の絆を維持し、将来的に経済・文化の両面における本

国と名古屋との友好関係、名古屋の国際化、多文化共生へのより積極的な寄与につなげら

れる仕組みづくりに努めるため、令和元年度に引き続き、メールマガジンの送信及び現状

調査の実施やフェイスブックなどソーシャルメディアの活用、ゲストルームの提供等を通

じて、会館元入居者のネットワークの活性化・深化を図る。 

 

６ 国際留学生会館の維持管理等 

国際留学生会館の施設の維持管理を行う。 

 


